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当社紹介：株式会社ベリサーブ
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本社

東京都千代田区神田三崎町3-1-16

神保町北東急ビル 9階

西日本支社

大阪府大阪市中央区北浜1-8-16

大阪証券取引所ビル 19階

中部支社

愛知県名古屋市東区泉2-27-14

関電不動産高岳ビル 13階

沖縄テストセンター

沖縄県うるま市字州崎14-1

沖縄IT津梁パーク

情報通信機器検証拠点施設

宇都宮テクニカルセンター

栃木県宇都宮市宿郷2-7-3 

IRビル宿郷 5階

広島テクニカルセンター

広島県広島市中区八丁堀14-4

JEI広島八丁堀ビル9階

刈谷テクニカルセンター

愛知県刈谷市桜町1-24 

JS刈谷駅ビル 2階

西新宿テクニカルセンター

東京都新宿区西新宿6-24-1

西新宿三井ビル 14階

➢ 約40年にわたりソフトウェア検証で品質向上に貢献

◼ 仕様などの要求事項が満たされているかを評価する Verification と、

機能や性能が本来意図された用途や目的に合っているかを評価する Validation。

当社の社名にはこの 2つのV を提供する（Service）という想いが込められています。

社 名
株式会社ベリサーブ
(VeriServe Corporation)

設 立 2001年7月24日

代 表 者 代表取締役社長 新堀 義之

従業員数 1,452名（2022年3月31日現在 連結）

資 本 金 792百万円（2022年3月31日現在）

事業内容
1.製品検証サービス
2. セキュリティ検証サービス
3. その他サービス

子 会 社
株式会社ベリサーブ沖縄テストセンター

AIQVE ONE株式会社

拠 点 右記参照



Copyright ©2022 VeriServe Corporation All Rights Reserved. 会社名・製品名・サービス名は、各社の登録商標または商標です。

➢ テストプロセスのさまざまな工程を支援するプロダクトを開発・運用中

主なプロダクトラインナップ
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テストのモニタリングとコントロール

InsighTest

テスト管理をシンプルに。快適、スケーラブルなテスト管理ツール

業界初のテスト分析/設計支援ツール “今すぐ使える”テスト技法ツール チームによる探索的テストを加速させるツール

今回の取り組みで
活用！
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➢ スクラムでは開発する機能や実施するタスクや修正するバグなどを、プロダクトバックログとして

列挙するが、その書き方には唯一のものがあるわけではない

◼ ユーザストーリ形式での記述や、受け入れ基準を記載することは一般的に知られている

◆ ユーザストーリ形式の例：<ユーザ>として＜機能や性能>がほしい。なぜなら<理由>だから。

➢ プロダクトバックログで定義すべき項目に定義漏れがあった場合、実装後に修正点が見つかり、

修正と再テストが発生し、プロダクトのユーザに対して価値を届けることが遅くなる

➢ 発表者が参画するプロジェクトでも実装後に修正と再テストが発生しており、社内のWGや名古屋

大学との共同研究にてプロダクトバックログの書き方の改善点を導出する方法について検討した

背景

5
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➢ 過去のスプリントで得られた情報から、次以降のスプリントに向けてのプロダクトバックログの書

き方の改善点を見つけて、実装完了後の修正・再テストにより発生する工数を減らしたい

改善したいこと
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プロダクトバックログ
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たくさんある気づきの中で、改善の
効果が高いものから順に活用したい

すでに終わったスプリント これから実施するスプリント
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➢ あるクラウドサービスにおけるプロダクトバックログの例

プロダクトバックログの例

ユーザストーリや説明 受け入れ基準や付随する情報
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➢ アジャイル開発においては実装後のテストで探索的テストが多く活用されている

➢ 探索的テストでは、テスト実施者の経験・知識と照らし合わせて違和感のある挙動が、バグとは

別に「気になった点」として報告されることがある

◼ バックログで定義された挙動と、実際のプロダクトの挙動が異なる → バグ

◼ バックログで明示的に定義されていないが、違和感ある挙動など → 気になった点

➢ 本発表では、「気になった点」のことを「気づき」と呼んでいる

◼ 気づきには、プロダクトの使い勝手に関する違和感など、バックログには明示されていないが、

プロダクトの価値の向上につながる改善点が含まれる

➢ 「気づきを分析することで、プロダクトバックログで定義が不十分な項目を明らかにできる」と

仮説を立て、気づきに基づいてプロダクトバックログの書き方の改善点を導出する方法を考案した

改善策を導き出した経緯
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➢ 気づきの情報を分析することで、プロダクトバックログの作成や検討の段階で定義可能だが定義

できていない項目を明らかにし、その項目を定義できるようにするための改善点を導出する

改善策の内容
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➢ 探索的テストの結果記録用のツールを使って、バグと気づきに分けて結果を記録する

◼ 表計算ソフトなどで記録しても良い

改善策の実現方法：手順1
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➢ 結果記録ツールから気づきの情報を抽出し、気づきの一覧表を表計算ソフトで作成する

➢ 開発チームのメンバ全員で話し合いながら修正や再テストにかかった工数の数値を入力する

改善策の実現方法：手順2
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➢ 開発チームのメンバ全員で、手順2で作成した一覧表を見ながら、修正および再テストにかかる工数

が大きい気づきを中心に、プロダクトバックログの書き方の改善点を話し合う

改善策の実現方法：手順3
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手順2で作成した一覧表
付箋などで改善点を
書き出したもの

工数の列でソートしても良い
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➢ あるプロジェクトにて、以下の３つの方法でプロダクトバックログの書き方の改善点を洗い出し、

改善の効果（実装後の修正・再テストの工数をどのくらい削減できそうか）を試算した

◼ 各方法で30～60分のオンラインミーティングを設け、チームメンバ全員が参加して実施した

改善による変化や効果
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方法 概要 詳細

① 従来手法を利用 振り返りのフレームワークの1つであるKPTを用いてプロダクトバックログの
書き方の改善点を洗い出す
※KPT：Keep・Problem・Tryを振り返る方法

② 提案手法の一部を利用 探索的テストの気づきを記録された順にすべて確認してからプロダクト
バックログの書き方の改善点を洗い出す

③ 提案手法を利用 探索的テストの気づきを記録された順にすべて確認しながら修正・再
テストにかかった工数のデータを付与し、その上で工数の大きかった気
づきからプロダクトバックログの書き方の改善点を洗い出す

【仮説】 客観的なデータに基づき優先順位付けし、
改善点を検討することで、改善の効果が高くなる
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➢ Webアプリケーションの開発を行う５名のアジャイル開発チーム

➢ プロジェクトの開始から約３年経過、現在のメンバ構成になってから約1.5年経過

➢ 開発者による実装後、主にプロダクトオーナ（PO）とテスタが、探索的テストでバックログの

受け入れ確認を実施している

◼ このチームでは、実装後のプロダクトを触ってバックログを完了（Done）にしてよいか判定す

ることを、「受け入れ確認」と呼んでいる

◼ 最終的な完了の判断はPOが行うが、この確認の際にPOとテスタがバグや気づきを出している

効果の試算の対象としたプロジェクト

14

プロダクトオーナ テスタ開発者デザイナ
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➢ スクラムを参考にし、1週間を1スプリントとして開発を行っている

➢ 当該プロジェクトの1カ月分（4スプリント）を対象に、先述の①～③の方法でプロダクトバックログの書き方の

改善点を導出した。①～③の各方法で、それぞれ異なる4スプリントを対象とした

対象プロジェクトの開発の進め方と対象にしたスプリント

スプリントプランニング

スプリントレビュー

プロダクトバックログ
リファインメント

開発
（設計・実装・
テスト）

週1回2～3h

1週間

製品

2～3カ月に1回リリース

プロダクト
バックログ

15
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➢ ②（提案手法の一部を利用）の対象としたスプリントでは探索的テストによる気づきが20個あった

➢ ③（提案手法を利用）の対象としたスプリントでは探索的テストによる気づきが24個あった

実際に対象とした気づき
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②の対象：20個の気づき ③の対象：24個の気づき
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➢ 以下の式で算出する

➢ 具体的には以下の手順を実施した

◼ ②と③で対象としたスプリントの気づきに対して、改善点を事前に実施した場合に未然防止

できたかどうかを確認

◼ 未然防止できたものについて、修正・再テストにかかった工数の合計をチームメンバで

話し合って算出

◼ 未然防止にかかる工数をプロダクトオーナが見積もり

◼ 上記の式で工数削減効果を算出

改善による工数削減効果の試算の方法
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改善による工数削減効果 ＝ 修正にかかった工数 ＋ 再テストにかかった工数 － 未然防止にかかる工数
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➢ 以下の改善点が導出された

各方法で導出された、プロダクトバックログの書き方の改善点
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方法 導出された改善点

①

プロダクトオーナが英語版の画面デザインを作ってみる　※英語版のUIの文言定義がさ

れていないことが多いというProblemに対する改善点

バックログのテンプレートを、＜Who＞＜What＞＜Why＞＜How＞を分けて書けるよ

うな形式にする　※「バックログの背景を忘れがち」「ユーザストーリーの形式だと日

本語だと読みにくい」というProblemに対する改善点

②

ログイン時（権限あり・なし）と未ログイン時で画面表示したときのデザインをそれぞ

れ検討する

z-indexを定義する（WebアプリケーションのUIのどの要素が前面に表示されるべきか

の定義）

（特にAPIの開発時に）受け入れ条件で、入出力のパターンを定義する。実際のリクエ

スト・レスポンス形式を実装前に検討する。

③

画面デザインの段階でデザイナとプロダクトオーナで文言や動作について擦り合わせ

し、日本語・英語ともにUI上の文言の精査を行う

操作のパターンや入力のパターンが多いところは漏れがちのため、バックログの段階で

パターンを整理する
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➢ ③の方法が、改善による工数削減効果がもっとも高い結果となった

◼ 客観的なデータに基づき優先順位をつけて改善点を検討したことで、改善の効果が高くなった

◼ ただし、この結果は対象としたスプリントに依存している可能性はある

改善点の導出にかかったコストと1スプリント当たりの改善効果
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未然防止できるコスト

方法 かかったコスト

②の対象

スプリント

③の対象

スプリント 平均

① 0.5h×5名＝2.5h 0h 0.75h 0.375h

② 1h×5名＝5h 1.75h 0h 0.875h

③ 1h×5名＝5h 1h 6.25h 3.625h
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➢ 探索的テストの気づきの情報を用いることで、対象としたプロジェクトに固有の具体的なプロダクト

バックログの書き方の改善点を導出可能なことが確認できた。

◼ ①の方法ではバックログのテンプレートの改善など汎用的な改善点も導出されたが、②の方法では

現状のバックログで具体的に定義できていなかった項目に対する改善点を導出できている

◼ さらに③の方法では、修正・再テストという実装後の後戻りを防ぐことにフォーカスした改善点を

導出できている

➢ 提案手法を利用した③の場合にもっとも工数削減効果の大きい改善点を導出できたことが分かった

◼ ただし、新たなスプリントで改善案を適用してどの程度の工数削減効果があるかは確認できていない

◆ アジャイル開発ではスプリントによって開発する内容が変わるため、同じ改善点がすべてのスプリントで有効

とは限らない懸念がある

◼ 1スプリントでは工数削減効果が小さくても、スプリントを何度も繰り返せば累計では効果が大きく

なると考えられるため、改善点を取り入れてスプリントを繰り返した場合の効果の測定が今後必要

考察①

20
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➢ チームメンバへのヒアリングから、あいまいな部分が減ることによる見積もり精度向上や、経験や

技術レベルに依存せずチームの状況に即した改善内容を導出可能であるという効果も見えた

考察②
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見積もりの精度は良くなると思う

経験や技術レベルにはあまり依存しないと思う

議論のやり方には印象に残るような変化はなかった

次回スプリント以降のプロダクトバックログの
見積もりの精度は変わるか？

提案手法で導出された改善内容はメンバの
経験や技術レベルに依存するか？

改善点を導出する際のチームの議論のやり方に、
従来のKPTとは異なる部分があったか？

発表者 チーム
メンバ
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➢ まとめ

◼ 探索的テストの気づきからプロダクトバックログの書き方の改善点を導出する方法を考案した

◼ 実際にその方法で改善点を導出できることと、提案手法を使った場合に工数削減効果の高い

改善点を導出できることを確認した

◼ アジャイル開発では開発の進め方やプロダクトバックログの書き方はチームごとに議論して

やりやすいように改善していくというスタイルが一般的であり、提案手法はアジャイル開発の

スタイルにも合致する方法と考えている

➢ 今後の課題

◼ 提案手法で導出したプロダクトバックログの書き方の改善点を実行して、スプリントを繰り

返した場合の効果の測定

◼ 他のアジャイル開発チームで提案手法を適用した場合の効果の検証や、提案手法をうまく活用

するための探索的テストのやり方の研究

まとめと今後の課題
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株式会社ベリサーブ

研究企画開発部 谷﨑 浩一

<kouichi.tanizaki@veriserve.co.jp>

TEL：03-6629-8540

東京都千代田区神田三崎町3-1-16 神保町北東急ビル 9F

ベリサーブ 検索

ご清聴ありがとうございました。

本発表に関するお問い合わせは下記までご連絡ください。


